


















































井 1966；荒居 1970；高瀬 1990；後藤雅知 2001），流通範囲の拡大や水産製品・情報の普
及過程（例えば，片上 1999；小岩 2000；辻 2003b）に関する研究がある．魚肥（例えば，
古田 1996；東 2002），製塩（例えば，廣山 1997），俵物（例えば，田中 1972b；荒居 1988），
タラやニシン（例えば，Unger 1980；カーランスキー 1999；田口 2002）などのように，政
治的・経済的に重要な商品となり，歴史の展開に大きな影響を与えた水産物への注目もあ
る．国を越えた取引の広がりとその影響，魚種やサイズなどの違いによる市場選択の考察
（例えば， Ly 2001；田和 2006）や，食料供給のための戦略の検討・調査（拓務省拓務局 










































転換が進展した 2000 年代前半までの状況を中心に取り上げる． 
 























の活動に与える影響を考察したもの（秋谷 1995；有路 2003；佐野 2003）や，日本国内の
事情に加えて関係国で生じた活動条件に生じた変化も含めて注目し，双方の活動への影響











つある（例えば，日高 1997，1999，2001；竹ノ内 2005a，b；三木 2006b）． 
マーケティングやブランド化への対応については，活動の構造・形態の類型化や意義，






































































































































































































































































































































































































































































































なる流通展開が発生する（例えばふかひれ貿易（Fohng and Anderson 2000；Stefania 2000））．








and Maddock 1990；Bjórndal et al 1992）や，健康志向からの需要増加（Goulding 1985），残
留薬品問題を契機とした天然品への需要発生（Skladany and Harris 1995），文化や慣習が販







に関連の強い食品への関心が強かった（Murdoch et al. 2000；Mansfield 2003）．しかし一方
で，近年，脱グローバル化（De-globalization）や国産農産品に対する再評価や利用の促進に





（「顔の見える」）食品に関心を向けるようになる（Nygård and Storstad 1998；Murdoch et al 






やそれを支える品質が強調される（秋谷 1988；Nygård and Storstad 1998；波積 2002）． 
商品の品質には，商品自体が有する本来的特性だけでなく，生産過程とその周囲に発生
する状態（生産者の環境や倫理に対する姿勢，作業内容など）やその食品の産地の特性も
包含される（Nygård and Storstad 1998；Murdoch et al. 2000）．それら品質に関わる多様な観
点から，商品は需要者に注目される．供給にあたっても，単に価格を設定し，法令を遵守
して，量目を表示した食料品を販売するだけでは，最終消費者の積極的な食意識に応える













やそれを原動力とした地域形成の好機にもなり得る（Ilbery and Kneafsey 2000）．関係者の
取組みや品質の高さから，ローカルな生産活動や国産品も需要者から評価され，流通にお
ける生産者の交渉力を向上させ，産地の活動を維持できている例も報告されている（Nygård 

















































































産地での取り組みもみられる（たとえば，日高 2007；篠原 2005；婁 2012；深瀬 2007；濱
田 2011）． 
そして第 3 に，水産物輸入が考慮されていない点である．水産物流通の構造の変化にお
ける大きな特徴として，輸入の増加が挙げられる．近年では，国内漁業生産量 600 万 t 程度












Harris 1995;倉田 1997；鈴木 1997；張 1997；山尾・鳥居 2000；Phyne and Mansilla 2003；
鳥居・日高 2005）．資源状況や，生産国の国内生産や需要の状況，競合国との関係など諸
条件の変化により，輸出国の関連活動や産業構造，供給などに変化が生じる場合もある（例







金・片岡 1998；有路 2000；本多・小野 2000）．しかしそれらも，エビやサケのように主
として流通規模が大きい魚種，もともと国内で一定規模の生産・利用があった魚種や，需
要者に国産品が認知されていて同種・類似種の輸入が後に増加した魚種を対象とした研究
が主である（増井 1995；佐野 2003；多屋 2003；中居 2003b）．今日の流通の特徴を検討
するには，扱われる品目・形態の多様化を考慮し，様々な魚種へ注目することが望まれる
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The author reviews studies on seafood distribution for Japanese market from 1970s to early 2000s, 
focused on those subject, purpose, method and characteristics of contents from the viewpoint of the 
geography. Through this review, the important notice and subjects for future studies are exposed. 
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